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平成２５年第７回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項に

ついて報告します。

はじめに、田沢財産区管理会委員の中で、お一人の方の任期切れ

を失念し、大変なご迷惑をおかけしています。心よりお詫び申し上

げます。私自身は上京中でしたが、緊急を要する事案と考え、１１月

２２日の総務文教常任委員会協議会で、まず副市長から報告と陳謝

をさせました。その後、議長からの要請もあり、行政の責任者と

して、改めて今会期中に総務文教常任委員会で、事情を申し上げ

ることが議会への礼儀と考えています。なお私も含め、関係職員の

処分も検討をしています。

次に、第１３６回秋田県種苗交換会についてです。

仙北市で初めて開催された種苗交換会は、１０月３１日から１１月

６日までの７日間の日程で開催されました。

農産物品評会には、昨年より４００点以上多い２，４３３点の農

産物の出品がありました。このうち、仙北市内からは３９６点の出

品があり、審査の結果、農林水産大臣賞１点、秋田県知事賞７点の

他、各部門で多数受賞することができました。ＪＡの日頃からの栽

培指導と各生産者の積極的な取り組みの成果と感謝を申し上げます。

会期中は各種大会や関連イベントが市内各所で開催されました。

天候にも恵まれたことから多くの人出があり、心配された会場間の

交通輸送も、時間帯により渋滞等はありましたが、特段の事故もな

く終えることができました。

主催者のＪＡ秋田中央会からは８６万２千人の来場者があったと

発表があり、盛会裏に幕を閉じることができたと感謝の言葉をいた

だきました。開催に向け、ご協力をいただいた関係の皆様に重ねて

御礼を申し上げます。

次に、６次化拠点施設等の現状についてです。
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これまで（株）あきた食彩プロデュースが取り組んできた仙北市

内での６次化拠点施設の建設については、過日、閉館が決まった角

館プラザホテルの跡地を活用した計画になっている旨の報告をいた

だきました。当該地を来年１月に設立予定の株式会社町家ホテル（仮

称、佐藤永代表取締役（予定））が取得する見通しです。ここに宿

泊施設・物販施設・銀行施設・農畜産物の付加価値を高める６次化

拠点施設等の複合施設を整備する計画で、地域経済の活性化と雇用

の創出を図るための拠点と位置付けています。また複合施設は、観

光スポットとしての機能だけでなく、地域住民の生活にとっても利

便性の高い空間として整備を行い、高齢者や周辺飲食店等に配慮し

たものにしたいとのことです。機能や景観、駐車スペース等に配慮

して、できるだけの敷地面積を確保したいという考えから、（株）

あきた食彩プロデュースの出資元、（株）北都銀行から、現在の北

都銀行角館支店と市中町庁舎（観光商工部）の等価交換の可能性に

ついて打診をいただきました。

民間事業を支援し、また経済対策・雇用対策の上からも、できる

限りの協力をしたいと考えています。来年度からの市の組織再編の

在り方や必要な経費を見積もることが必要ですので、さらに情報の

収集と支援内容の検討などを行い、必要予算等については、できる

だけ早期に議会へ相談させていただきたいと思います。

なお、これら一連の事業は、平成２７年度の完成・開業を目指し、

建物の解体工事や設計業務は来年早々から本格化する予定とお聞き

しています。

次に、災害義援金の第１次配分についてです。

８月９日の豪雨災害の支援として市内外の多くの皆様から義援金

が寄せられました。

１０月２４日の第６回市議会臨時会において、義援金の配分予算

を認めていただいたので、１１月１日に「仙北市８月９日豪雨災害

義援金配分委員会設置要綱」を制定し、同月１１日に第１回目の配
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分委員会を開催して、義援金の配分の対象、基準、時期や方法を審

議いただきました。

審議結果を受けて、第１次配分として、「弔慰金、見舞金」を死

亡、重傷、軽傷及び避難勧告地域見舞金の区分に応じ、また、「生

活支援金」を住居の全壊、半壊、床上浸水の区分に応じて、義援金

を配分支給させていただくことにしました。

第１次配分としては、６３６万５千円を予定し、今月中には対象

となる皆様へ支給を終えるよう配分事務を進めています。

なお、災害見舞金は、１１月２８日現在で１，０５７万９，４２２円

となっていますが、今後、被災地域の自治会が管理運営するインフ

ラの復旧や地域社会の復興に役立つ支援策となる第２次配分などの

計画を進めていきます。

次に、８月豪雨に関する災害査定についてです。

８月の集中豪雨により農林業関係で甚大な被害を受けたことか

ら、農林業関係の激甚災害区域に指定されました。その後、被災箇

所の確認作業を行い、対応に努めています。

林道関係では、申請した田沢湖・西木地区９路線１７ヶ所につい

て、１１月１１日の週に補助災害現地査定を受け了承を得ています。

また、農業施設（頭首工、水路）関係では西木地区の３件につい

て、１１月１８日の週に同様に補助災害現地査定を受け了承をいた

だきました。

これらについては、今後復旧に向けての工事に入りますが、農業

施設については年度内に完成させて来春の農作業に対応できるよう

に、一方、林道関係は雪消えを待って取りかかる予定で、関連する

予算について本定例会に計上しています。ご審議をよろしくお願い

します。

公共土木施設災害４箇所については、１０月２１日、２２日にお

いて災害査定を受け事業が決定しました。応急本工事をしていた先
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達地区都市災害については、１１月５日に災害査定を受け事業が確

定し、工事費を本定例会に計上しています。ご審議をよろしくお願

いします。

また台風１８号の影響により、片側交互通行規制中の国道３４１号

は、１１月１２日に災害査定が実施されています。

厚生労働省所管の田沢簡易水道施設災害は、１１月２０日・２１日

に災害査定を受け、事業が確定しました。応急本工事分は査定前着

工し現在工事中です。一部は農林水産省所管の前郷沢林道災害との

関係から、繰り越しの予定をしています。

なお、８月９日に設置した仙北市災害対策本部は、国直轄の砂防

事業がスタートしたことから、１１月５日に解散しました。また先

達地区監視・復旧センターも二次災害の監視と防止、生活再建など

で一定の役割を果たし終えたと判断し、１１月２８日に撤去作業を

終えています。住民の皆様の心配ごとや相談などは、継続して田沢

出張所で対応を行っています。

次に、平成２５年秋の叙勲受章者についてです。

元仙北市田沢湖消防団団長の大石正文氏、元仙北市角館町消防団

団長の林崎一美氏、元角館町消防団副団長の鎌田義太郎氏が、それ

ぞれ消防功労により瑞宝単光章を受章されました。

さらに高久昭二議員が地方自治功労により、秋田県地方自治功労

者表彰を受賞されました。

この度の受章・表彰は、永年にわたる職務の精励や功績・功労が

認められたものです。市民の皆様と共にご労苦に感謝し、心からお

祝いを申し上げます。

次に、一般会計補正予算についてです。

補正額は１億２，４３８万３千円で、補正後の額は１９８億８３３万
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２千円となります。主な事業は子ども・子育て支援推進事業費、戸

別所得補償経営安定推進事業費、木質バイオマス施設管理運営費、

企業誘致対策事業費、８月９日に発生した豪雨災害にかかる農業施

設・林道・市道の各災害復旧事業費等です。

次に、平成２６年度の財政見通しについてです。

歳入面では、政府は、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間

投資を喚起する成長戦略の「三本の矢」による経済政策に取り組ん

でいるところですが、地方小都市にはまだその波及効果が現れず、

固定資産税を中心とした市税の減収が続き、地方交付税については

国の平成２６年度概算要求段階で約３千億円の減、対前年度比

１．８％の減となっています。自主財源の確保に苦慮しており、消

費税率引き上げと社会保障制度改革については、まだ明確な方向性

が見いだせないことなど非常に厳しい状況です。

一方、歳出は、人件費及び公債費について一定の減少が見込まれ

るものの、消費税率の引き上げや電気料金の値上げによる歳出増の

ほか、社会保障関係経費の増大が見込まれます。

総務省では、地方の安定的な財政運営に必要となる地方の一般財

源総額については、平成２５年度地方財政計画の水準を下回らない

よう確保するとともに、地方交付税については、地方のきわめて厳

しい経済情勢及び地方財政の現状を踏まえ、本来の役割である財政

調整機能と財源保障機能が適切に発揮されるよう総額を確保する基

本的な考え方が示されています。

仙北市の平成２６年度当初予算編成は、国や県の動向を注視し、

社会経済情勢を的確に把握することはもちろんですが、１０年・２０年

先といった市の将来を見据え、今から取り組まなければならない諸

政策については、果敢に挑戦を始める、攻めの市政を行う心構えで

臨みます。産業育成や自主財源の確保対策、組織再編、現行の事務

事業の大胆な見直しやアウトソーシング、少子対策、第２次行政改

革大綱に掲げた事項の着実な実施など、施策の選択と集中で事業と
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財源の重点化を行い、二期目の市政運営に取り組む覚悟です。

次に、各部局等の主要事項並びに諸般の状況をご報告申します。

【総務部】【総務部】【総務部】【総務部】

◇地域協働協定等について◇地域協働協定等について◇地域協働協定等について◇地域協働協定等について

１０月２８日、誰でも安心して観光できるまちづくりを目指し、

全日空株式会社のシンクタンク「ＡＮＡ総合研究所」と「地域協働

協定」を締結しました。これに先立ち、総務省補助事業のシニア地

域づくり人に関する調査研究事業に採択いただき、シニア地域づく

り人としてＡＮＡ総合研究所からの人材派遣を受けています。この

方を１０月から「仙北市観光振興アドバイザー」に委嘱し、来年３

月まで半年間の期限で観光商工部観光課に常勤いただいています。

また、１０月２９日には、芸術・文化によるまちおこしを目指し

て「公立大学法人秋田公立美術大学」と「連携協力協定」を締結し

ました。市内の様々な素材と芸術・文化の融合を目指す市と、地域

貢献、研究成果の地域還元と拡がりを目指す大学との思惑が一致し

たことによるものです。

今後、それぞれの協定に基づき連携を深め、各種施策を着実に展

開していきます。

◇光ブロードバンド設備整備事業について◇光ブロードバンド設備整備事業について◇光ブロードバンド設備整備事業について◇光ブロードバンド設備整備事業について

上桧木内地区の光ブロードバンド敷設等工事は、平成２６年３月

の供用開始を目指し順調に進んでおり、１１月末現在の進捗率は、

７９．７％となっています。

このほか、ＮＴＴ東日本による光ファイバーの敷設工事が、田沢

湖潟エリア、玉川エリアで進められ、年度内にサービス提供開始さ

れるよう働きかけています。市と通信事業者の今年度工事完了で、

市内の光ファイバーのエリアカバー率が１００％になり、通信格差

が解消されます。
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【市民生活部】【市民生活部】【市民生活部】【市民生活部】

◇交通指導隊表彰について◇交通指導隊表彰について◇交通指導隊表彰について◇交通指導隊表彰について

平成２５年１０月２５日、秋田市で開催された第４０回記念秋田

県交通指導隊大会で、仙北市交通指導隊が優良交通指導隊として表

彰されました。

また、永年勤続（２０年以上）優良隊員として５人、７年以上勤

続優良隊員として１人、更に特別功労表彰（３０年以上勤続）とし

て５人の隊員が表彰されました。

この度の受賞に対し、心からお祝い申し上げます。

今後も引き続き、地域に密着した交通安全活動を積極的に実践さ

れることをお願いします。

【福祉保健部】【福祉保健部】【福祉保健部】【福祉保健部】

◇秋田県大雨災害義援金について◇秋田県大雨災害義援金について◇秋田県大雨災害義援金について◇秋田県大雨災害義援金について

８月９日に秋田県において発生した、大雨災害による被災者の生

活支援を図るため、８月１４日から９月３０日まで広く一般の方に

義援金の募集が行われ、全国から１，２７０件、４，５４８万

９，２９９円が寄せられています。秋田県大雨災害義援金募集・配分

委員会（事務局：県福祉政策課）で、大館市・鹿角市・北秋田市・仙

北市に配分が決定され、本市には１，４６７万３，９００円が１０月

３１日に送金されています。死者・重傷者の人的被害と住宅被害の

全壊・半壊・床上浸水を対象として決定された配分割合で、被災者

等へ送金しています。

◇生活保護基準改訂に伴う審査請求について◇生活保護基準改訂に伴う審査請求について◇生活保護基準改訂に伴う審査請求について◇生活保護基準改訂に伴う審査請求について

国（厚生労働大臣）が定める生活保護基準が改定され、８月から

保護費が減額されたことを不服として、行政不服審査法に基づく審

査請求が、県内の生活保護受給者から秋田県知事に対して２４４件

出されています。この２４４件のうち、本市の受給者によるものは

６件で、現在、審査庁（県知事）において審査中です。
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◇仙北市子ども・子育て会議について◇仙北市子ども・子育て会議について◇仙北市子ども・子育て会議について◇仙北市子ども・子育て会議について

平成２７年４月からの子ども・子育て支援新制度に向けて、教育

・保育両分野の関係者や子育て当事者など委員１５人で１１月１１日、

第１回「仙北市子ども・子育て会議」を開催しました。今後、子ど

も・子育て支援に関するニーズ等調査を行い、子育てニーズの反映

など子育て家庭の実情を踏まえた「子ども・子育て支援事業計画」

の策定を進めます。

【農林部】【農林部】【農林部】【農林部】

◇薬用作物の実証栽培について◇薬用作物の実証栽培について◇薬用作物の実証栽培について◇薬用作物の実証栽培について

大手生薬メーカーとの連携で、生薬の原料となる芍薬の実証栽培

がスタートしました。１０月１日現在、農業認定者など６人が栽培

意向を示しており、年度内に「仙北市生薬栽培の会（仮称）」の組

織化を目指します。

平成２６年度には、国の新規事業「薬用作物等地域特産作物産地

確立支援事業」の活用を視野に、試験圃場の設置や栽培支援のほか、

出荷体制の整備にかかる関係予算を計上したいと考えています。

◇沖縄大交易会について◇沖縄大交易会について◇沖縄大交易会について◇沖縄大交易会について

１１月１４日から１５日の二日間、沖縄コンベンションセンターに

おいて沖縄大交易会が開催され、秋田県から（株）あきた食彩プロデ

ュース、仙北市から（株）アルクが出展企業として参加しました。

この交易会は、ＡＮＡ・ヤマト運輸等のロジスティックス（物流

･輸送）を活用した沖縄ハブ化を促進し、全国の農林漁業者等と国

内外の流通事業者等が質の高い商談会の中で、日本産農林水産物、

食品の輸出促進に繋げることを目的に開催されたものです。

全国から１３１社が出展し、バイヤーは日本と東南アジア諸国か

らあわせて１０２社の参加でした。

今後、市内業者の海外輸出システムの構築を目指すため、（株）

アジア・メディアプロモーションのご協力もいただき、ＡＮＡと
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ヤマトホールディングスの沖縄ハブ構想を活用していきたいと考え

ています。

◇教育旅行誘致について◇教育旅行誘致について◇教育旅行誘致について◇教育旅行誘致について

９月２９日から１０月１日の台湾国立師範大学附属高級中学３１人、

１０月２１日から２３日には、台湾国立曁南国際大学附属高級中学

３７人が修学旅行で仙北市を訪れ、２泊３日の行程で滞在しました。

武家屋敷の散策や農家民宿への宿泊活動で、農村の暮らしや歴史・

文化に触れる機会となりました。

また、角館高校・角館南高校との交流を行い、飾山囃子の披露や、

踊りなどの伝統芸能、マーチングなどをお互いに披露し合った他、

調理実習や文化体験交流などを行いました。

台湾からの修学旅行受入れは、昨年度から取り組んでいる「台湾

からの修学旅行誘致促進事業」によるものです。今年は９月２２日

から２６日に担当職員が訪台し、現地での商談会や学校訪問で、今

年度冬季及び来年度の修学旅行誘致活動を行っています。

【建設部】【建設部】【建設部】【建設部】

◇国道４６号、鷹巣大曲道路期成同盟会について◇国道４６号、鷹巣大曲道路期成同盟会について◇国道４６号、鷹巣大曲道路期成同盟会について◇国道４６号、鷹巣大曲道路期成同盟会について

豪雨災害のため延期していた「国道４６号に係る地域懇談会」を

１１月１１日に開催しました。秋田河川国道事務所職員や仙北市議

会産業建設常任委員会の皆様にも出席をいただき、地域の方々から

貴重なご意見を伺うことができました。

この懇談会を踏まえて１１月２５日から２６日に両同盟会で東北

地方整備局、国土交通省、財務省、地元国会議員などへ要望会を実

施しています。

【医療局】【医療局】【医療局】【医療局】

◇災害派遣医療チームについて◇災害派遣医療チームについて◇災害派遣医療チームについて◇災害派遣医療チームについて

市立角館総合病院は、被災地からの傷病者の受入れや医療救護班
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の派遣等を行い、災害医療の中核となる災害拠点病院として、大仙

仙北二次医療圏で指定を受けています。秋田県から、平成２５年度

に県内すべての災害拠点病院への災害派遣医療チーム（通称

ＤＭＡＴ）の設置編成の依頼があり、同病院でもＤＭＡＴチームの

ディー マット
設置を検討してきました。

このたび市立角館総合病院では、厚生労働省の実施する「日本Ｄ

ＭＡＴ隊員養成研修」に参加し認定試験等を修了しました。今後公

式な手続きを経て、厚生労働省にＤＭＡＴ隊員として登録されるこ

とになります。

今回、正式にＤＭＡＴチームを設置するにあたり、ＤＭＡＴとし

ての活動に必要な装備にかかる経費について補正予算を計上してい

ます。ご審議をよろしくお願いします。

なお、ＤＭＡＴの装備等に係る経費について、秋田県医師会及び

秋田県から補助金の交付が予定されています。

◇仙北市地域医療計画策定委員会について◇仙北市地域医療計画策定委員会について◇仙北市地域医療計画策定委員会について◇仙北市地域医療計画策定委員会について

平成２０年度に策定した「仙北市立病院等改革推進計画」の計画

期間が今年度で終了することに伴い、平成２６年度以降の地域医療

のあり方を検討するため、市内医療関係者等による仙北市地域医療

計画策定委員会を設置し、第１回委員会を１０月３０日に、第２回

委員会を１１月２７日に開催しました。今年度中の計画策定を目標

に協議を進めています。

おわりにおわりにおわりにおわりに

以上、主要事項並びに諸般の報告を申し上げました。

本定例会に提案している案件は、専決処分関係１件・条例関係４件

・予算関係１２件・指定管理者関係１件・人事関係２件の計２０件

です。

慎重審議の上、全議案についてご可決賜りますようお願い申し上

げ、市政報告とします。


